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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員

坂
誠
二
君
提
出
旧
一
般
電
気
事
業
者
に
よ
る
高
圧
受
電
顧
客
の
新
規
受
付
停
止
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
、
三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
小
売
電
気
事
業
者
の
う
ち
旧
一
般
電
気
事
業
者
十
社
の
一
部
に
お
い
て
標
準
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
高

圧
電
力
の
契
約
の
申
込
み
の
受
付
の
一
部
を
停
止
し
て
い
る
状
況
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
旧
一
般
電
気
事
業
者
十
社
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他

正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
前
記
資
料
の
記
載
」
に
つ
い
て
は
、
小
売
電
気
事
業
者
の
う
ち
旧
一
般
電
気
事
業
者
十
社
の
一
部
に
お
い
て

標
準
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
高
圧
電
力
の
契
約
の
申
込
み
の
受
付
の
一
部
を
停
止
し
て
い
る
状
況
、
卸
電
力
取
引
所
に
お
け
る
売

買
取
引
の
価
格
の
高
騰
、
小
売
電
気
事
業
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
等
を
勘
案
し
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。 

五
、
七
及
び
八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
場
合
が
「
適
正
な
電
力
取
引
に
つ
い
て
の
指
針
」
（
平
成
十
一
年
十
二
月
公
正
取
引
委
員
会
・
通
商
産
業
省
作



 

２ 

 

成
、
令
和
四
年
三
月
改
定
）
に
お
け
る
「
戻
り
需
要
に
対
す
る
不
当
な
高
値
設
定
等
」
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為
又
は
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表

示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
五
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
お
と
り
広
告
に
関
す
る
表
示
（
平
成

五
年
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
十
七
号
）
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

小
売
電
気
事
業
者
の
う
ち
旧
一
般
電
気
事
業
者
十
社
の
一
部
に
お
い
て
、
標
準
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
高
圧
電
力
の
契
約
の
申

込
み
の
受
付
の
一
部
を
停
止
す
る
一
方
で
、
そ
の
旨
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
不
安
な
く
電
力
会
社
を
選
択
で
き
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

政
府
と
し
て
は
、
「
旧
一
般
電
気
事
業
者
の
高
圧
標
準
料
金
を
参
考
に
す
る
と
同
時
に
、
他
の
電
力
会
社
が
経
営
難
に
陥
っ

た
場
合
で
も
旧
一
般
電
気
事
業
者
へ
の
再
契
約
が
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
」
需
要
家
が
電
気
の
供
給
者
を
自
由
に
選
択
で
き



 

３ 

 

る
よ
う
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
ど
の
小
売
電
気
事
業
者
と
も
契
約
が
締
結
で
き
な
か
っ
た
需
要
家
に
対
す
る
電
気
の
供
給
を
保

障
す
る
た
め
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
規
制
料
金
が
撤

廃
さ
れ
て
い
る
電
力
小
売
自
由
化
部
門
に
お
い
て
一
般
送
配
電
事
業
者
に
当
該
需
要
家
に
電
気
を
供
給
す
る
最
終
保
障
供
給

の
義
務
を
課
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
需
要
家
の
選
択
肢
を
奪
う
こ
と
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府

と
し
て
は
、
相
当
数
の
小
売
電
気
事
業
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
は
低
い

と
考
え
て
い
る
が
、
仮
に
万
が
一
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
需
要
家
に
よ
る
電
気
の
供
給
者
の
自
由

な
選
択
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
現
在
、
政
府
と
し
て
は
、
最
終
保
障
供
給
の
今
後
の
在
り
方
を
含
め
、
需
要
家
が
電
気
の
供
給
者
を
自
由
に
選
択

で
き
る
環
境
を
更
に
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
措
置
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


